
令和４年１月２８日 

 

 

さぬき市長  大山 茂樹 殿 

 

 

                    香川県公共事業評価委員会 

                       委員長 井 原 健 雄 

 

 

令和３年度 香川県公共事業評価委員会の審議結果（事後評価）について 

 

 

 貴職から諮問のあった、公共事業の事後評価について、次のとおり答申する。 

 なお、今後の事業の推進にあたっては、社会経済情勢等の変化、事業の進捗状況等

を踏まえて適切に対処されたい。 

 

 

記 

 

次の社会資本総合整備計画について、委員会に提出された資料及び説明から、事業

主体が行った事後評価は、妥当と判断する。 

 

①さぬき市における暮らしを守る安全・安心な下水道づくり（防災・安全） 

②さぬき市漁業集落排水施設の機能保全計画 

③さぬき市の漁港における高潮対策の推進 



 計画の名称

 計画策定主体

 対象市町村

 計画の期間

 計画の目標

：

進捗率

（事業費
ベース）

２．今後の方針

完了

220,000 206,208

93.7%

合　　計　（全体事業費）

計画通り進捗

Ｈ28～Ｒ2

簡易水門Ｎ＝1基

完了

　要素事業の事業進捗

備考

胸壁Ｌ＝200ｍ

護岸（補強）

Ｌ＝390ｍ

220,000 206,208

胸壁Ｌ＝220ｍ

陸こうＮ＝8基

計画期間内
の総事業費

（単位：千円） （単位：千円）

計画期間内
の実施事業費

計画期間内
の事業内容

（工種及び数量）

工期

計画期間内の
実施事業内容

（工種及び数量）

事業箇所名
（地区名）

脇元

事業実施主体

さぬき市

関係市町村

さぬき市

 対象事業

 定量的指標

事業名

海岸保全施設
整備事業

事業型

高潮対策

農山漁村地域整備計画

さぬき市の漁港における高潮対策の推進

さぬき市

さぬき市

平成２８年度～令和２年度（５年間）

（令和３年１１月８日）

漁港地域を対象に高潮対策を実施することにより，隣接する集落の安全・安心な市民生活を確保する。

１．事業効果の発現状況 十分な効果があった

　現況地盤高D.L.+3.3m～+3.6mから30cm～50cmの胸壁を整備し、D.L.+3.9ｍで浸水区域を防護することにより、平成１６年台風１６
号による高潮D.L.+3.49ｍ（既往最高潮位）と同じ高さまで潮位上昇したとしても、浸水被害を防ぐことができるようになった。また、今
後発生が予測される南海トラフ地震によるＬ１津波に対しても浸水被害を防ぐことができるようになった。

防護面積 達成率

目標値

達成値

４１．５ｈａ

４１．５ｈａ 100%


